
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3005 

令和５年度 電気電子工学科 

 

教科 工業 科目 電気回路 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「電気回路２」 （実教出版） 

副教材等 電気回路１・２ 演習ノート （実教出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

電気電子工学科の基本となる専門科目で、１年次に学んだ単相の交流電圧・電流に関する基本事

項について復習を行ったのち、交流回路の基本、種々の交流回路の性質や交流の電力・電力量の

求め方を学び、それらの演習を行います。また、交流回路の計算をより簡単に行う複素数を用い

た記号法、三相交流の基本概念について学び、三相回路の種々の計算や演習で実力をつけ、送配

電や電気機器などのより高度な専門科目に対応できるようにしましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・電気に関する基礎的な知識と技術を習得し、応用問題にも対応できる力をつける。 

・習得した知識と技術を実際に活用できるようにする。 

・第二種・第一種電気工事士や第三種電気主任技術者の問題を解けるようにする。 

・基礎的な技術について理解し、実際に活用する能力と態度を身につける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

基本的な電気現象や電気現

象を量的に取り扱う方法、

電気的諸量の相互関係につ

いて原理・法則を理解し、知

識と技術を身につけてい

る。また、環境に配慮しもの

づくりを合理的に計画し、

その技術を適切に活用して

いる。 

基本的な電気現象の意味を

考え、電気現象の変化に対す

る結果を電気に関する知識

と技術を活用して考察し、導

き出した考えを的確に表現

することができる。 

基本的な電気現象と、その現

象が数式により表現できる

ことに関心をもち、新しい事

柄に対して意欲的に学習に

取り組んでいる。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

記
号
法
に
よ
る
交
流
回
路 

1 交流回路の複素数表示 

 

2 記号法による交流回路

の計算 

 

3 回路網の計算 

a:ベクトル図や記号法を使っ

て図を描くことができる。

また、複素数表示や記号法

による交流回路の計算がで

きる。 

b:複素数を使った表示方法に

ついて理解し、思考・判断し

て表示できる。 

c：記号法に関心を持って意欲

的に取り組んでいる。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

三
相
交
流 

1 三相交流回路 

 

2 三相交流電力 

 

3 回転磁界 

a:結線の換算や回転磁界など

の説明ができる。三相また、

交流回路の計算ができる。 

b:三相交流の発生の原理や考

え方を理解し、図に示すこ

とができる。 

c:三相交流回路や回転磁界に

ついて関心を持って意欲的

に取り組んでいる。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

後
期 

各
種
の
波
形 

1 非正弦波交流 

 

2 過渡現象 

 

3 微分回路と積分回路 

a:コンデンサの充放電の動作

や微分・積分回路の動作を

図に示すことができる。ま

た、過渡現象に関する計算

ができる。 

b:コンデンサや微分・積分回

路の動作原理を理解し、思

考・判断して応用問題が解

ける。 

c:各種の波形について関心を

持って意欲的に取り組んで

いる。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 
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電
気
計
測 

1 測定量の取り扱い 

 

2 電気計測の基礎 

 

3 回路計 

 

4 オシロスコープ 

a:テスタやオシロスコープを

取り扱うことができる。ま

た、測定値の扱いや用途に

よって測定器の使い分けが

できる。 

b:測定量の扱いやテスタなど

の使い方を理解し、図に示

して説明できる。 

c:電気計測の基本的な機器に

関心を持ち意欲的に取り組

んでいる。 

定期考査 

 

小テスト 

 

 

 

 

 

定期考査 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

 

小テスト 

 

プリント 

 

提出ノート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

 

 


